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問14 在宅で提供される医療 

【図14 在宅で提供される医療】 

（１）医師による訪問診療 （２）歯科医師による訪問歯科診療 

 

 

 

 

 

 

 

（３）薬剤師による訪問薬剤管理指導 （４）看護師などによる訪問看護 

 

 

 

 

 

 

 

（５）緊急時に対応してくれる医師または医療機関 （６）緊急時に対応してくれる看護師または訪問看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「在宅で提供される医療」については、いずれの項目も「利

用していないが知っている」の回答割合が高齢者世帯全体より低くなっている。（図14） 
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問15 終末期に過ごしたい場所 

【図15 終末期に過ごしたい場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「終末期に過ごしたい場所」については、「自宅」が31.4％で

最も多く、次いで「病院などの医療機関」となっているが、「自宅」の割合は高齢者世帯全体

より１割低くなっている。（図15） 

 

 

問16 終末期についての話し合いの有無 

【図16 終末期についての話し合いの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「終末期についての話し合いの有無」については、「話し合っ

たことがない」が45.4％で最も多く、次いで「家族・親族」が33.0％となっており、「友人・

知人」が18.8％で高齢者世帯全体より5.7ポイント高くなっている。（図16） 
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その他

わからない 無回答
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無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)
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66.0 

59.4 

58.0 

35.4 

33.1 

23.8 

23.1 

17.3 

16.7 

8.2 

6.8 

6.3 

6.1 

4.3 

1.5 

1.2 

81.0 
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19.6 
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7.8 
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10.3 

6.6 

4.7 

5.9 

4.6 

2.2 

1.3 
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急に具合が悪くなったりしたときのこと

あなたや家族の健康のこと

自分自身が認知症になること

生活のための収入のこと

火災や地震など災害のこと

社会の仕組み（法律、年金や健康保険など）

が変わること

頼れる人がいなくなり、ひとりきりの暮らし
になること

子どもや孫の将来のこと

日常の食事づくりや、ひとりでの買い物など
外出すること

困りごとなど相談する相手がいないこと

（場所がわからないこと）

預貯金などを管理すること

土地や家屋など財産のこと

人（近隣、親戚、友人、知人、仲間など）と
の付き合いのこと

悪質商法の被害にあうこと

その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=5,833)

ひとり暮らし世帯

(N=1,966)

問17 日常生活全般に対する不安 

【図17 日常生活全般に対する不安】 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「日常生活上不安を感じるか」については、高齢者世帯全体

と比べると「とても不安を感じる」「多少不安を感じる」とも割合が多く、「不安は感じない」

の割合が少なくなっており、ひとり暮らし世帯の方が、不安に感じるとの回答割合が高くなっ

ている。（図17） 

 

問17-1 不安に感じることの内容 

【図17-1 日常生活全般に対する不安】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「日常生活上不安に感じることの内容」については、「急に具

合が悪くなったりしたときのこと」が最も多い回答であり、約８割の方が選択している。（図

17-1） 
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無回答
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問18 就労の状況 

【図18 就労の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「就労の状況」については、「仕事をしている」が19.7％、「仕

事をしていない」が75.1％で、「仕事をしている」の回答割合は高齢者世帯全体より6.6ポイ

ント低くなっている。（図18） 

 

 

問19 今後仕事をしたいか（続けたいか）の意向 

【図19 今後仕事をしたいか（続けたいか）の意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「今後の就労意向」については、「仕事をしたくない（仕事を

やめたい）」が31.2％で最も多く、次いで「仕事をしたい（続けたい）」となっており、「仕事

をしたい（続けたい）」は高齢者世帯全体より5.2ポイント低くなっている。（図19） 
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（仕事をやめたい） わからない 無回答
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問19-1 仕事をしたい（続けたい）理由 

【図19-1 仕事をしたい（続けたい）理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「仕事をしたい（続けたい）理由」については、「健康に良い

から」が56.8％で最も多く、次いで「生きがいを得られるから」が53.3％となっており、高

齢者世帯全体と同様の傾向となっている。（図19-1） 
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生活費が必要だから

何もしないと退屈だから
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友人ができるから
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その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=3,288)

ひとり暮らし世帯

(N=844)
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問20 近所付き合いの程度 

【図20 近所付き合いの程度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近所付き合いの程度」については、「互いの家をよく行き来

するくらい」と「ときどき行き来するくらい」をあわせた『近所の方と行き来のある人』に

ついては、高齢者世帯全体に比べて回答割合は高くなっている。（図20） 

 

 

問20-1 近所付き合いがほとんどない理由 

【図20-1 近所付き合いがほとんどない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近所付き合いがほとんどない理由」については、「あまり関

わり合いをもちたくない」が最も多く、高齢者世帯全体よりもやや高い回答割合となってい

る。（図20-1）  
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無回答
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同世代の人が近くにいない

仕事や家事で忙しく時間が無い

その他

特に理由はない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=931)
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(N=355)
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問21 継続的に参加している団体や集まり 

【図21 継続的に参加している団体や集まり】 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「継続的に参加している団体や集まり」については、概ね高

齢者世帯全体と同様の傾向となっており、ひとり暮らし世帯の方が回答割合は低くなってい

るが、「参加していない」の割合は、ひとり暮らし世帯の方が高齢者世帯よりもやや高い割合

となっている。（図21） 
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ＮＰＯなどの市民活動団体
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無回答

(MA%)
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ひとり暮らし世帯
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問21-1 参加のきっかけ 

【図21-1 参加のきっかけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者で参加していると回答した人の「参加のきっかけ」については、

「健康のため」が45.3％で最も多くなっている。「人との関わりを持ちたかった」が高齢者世

帯全体より3.3ポイント高いが、「団体の中に自分の役割があるから」は4.4ポイント低くなっ

ている。（図21-1） 
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問21-2 参加していない理由 

【図21-2 参加していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者で参加していないと回答した人の「参加していない理由」につ

いては、「特に理由はない」が30.2％で最も多い。次いで「心身上の理由がある」が19.0％と

なっており、高齢者世帯全体より2.3ポイント高くなっている。（図21-2） 
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問22 地域社会に貢献できると考える活動 

【図22 地域社会に貢献できると考える活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域社会に貢献できると考える活動」については、「ボラン

ティア活動」が17.5％で最も多く、次いで「高齢者を支援する活動」が8.1％、「地域の防災・

防犯などの活動」が7.6％と、いずれの項目も高齢者世帯全体より低く、一方で「特にない」

が49.7％で最も多い。（図22） 
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無回答

(MA%)
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問23 近隣への支援と近隣からの支援 

【図23 近隣への支援と近隣からの支援】 

〔近所の方へ支援できる〕   〔近所の方から支援してほしい〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近隣への支援と近隣からの支援」について、近所の方へ支

援できることについては、高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、いずれもひとり暮らし世

帯の回答者の方が回答割合は低くなっている。 

近所の方から支援してほしいことでも高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、いずれもひ

とり暮らし世帯の回答者の方が回答割合が高くなっている。（図23） 
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無回答
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問24 楽しみや生きがい 

【図24 楽しみや生きがい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「楽しみや生きがい」については、「テレビを見たり、ラジオ

を聞いたりすること」が57.9％で最も多く、次いで「友人・知人との付き合い」が45.8％で

あり、高齢者世帯全体と同程度の回答割合であるが、「配偶者や子、孫など家族と過ごしたり

すること」が23.9％と、高齢者世帯全体と比べて約２割低くなっている。（図24） 
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老人クラブ活動

その他

特にない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問25 特別養護老人ホームの整備に対する考え 

【図25 特別養護老人ホームの整備に対する考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「特別養護老人ホームの整備に対する考え」については、「介

護保険料が高くなるのは困るがある程度増やす必要があると思う」が45.4％で最も多いが、

高齢者世帯全体より5.6ポイント低くなっている。（図25） 

 

 

問26 特別養護老人ホームの入所に関する意向 

【図26 特別養護老人ホームの入所に関する意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「特別養護老人ホームの入所に関する意向」については、「ユ

ニット型個室の特別養護老人ホーム」が47.9％で最も多く、次いで「どちらでもよい」が23.1％

となっており、高齢者世帯全体と同様の傾向となっている。（図26） 

 

 

 

 

  

13.6 

13.3 

51.2 

47.9 

22.8 

23.1 

12.4 

15.6 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

多床室の特別養護

老人ホーム

ユニット型個室の特別

養護老人ホーム どちらでもよい 無回答

13.6 

12.5 

51.0 

45.4 

3.6 

3.3 

24.5 

29.9 

7.3 

8.9 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

介護保険料がある程度高くなっても

今後も増やす必要があると思う

介護保険料が高くなるのは困るが

ある程度増やす必要があると思う

特別養護老人ホームをこれ以上

増やす必要はないと思う

わからない 無回答



- 197 - 

問27 住まいへの希望 

【図27 住まいへの希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「住まいへの希望」については、「今のままでよい」が33.6％

で最も多く、次いで「緊急時に対応する設備の設置」が27.8％となっており、両者は高齢者

世帯全体よりやや高いが、それ以外の項目では低くなっている。（図27） 

 

 

問28 介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方 

【図28 介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方】 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方」につ

いては、「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」は、高齢者世帯全体と

比べて回答割合が１割程度低くなっている。 

全体的には、高齢者世帯全体、ひとり暮らし世帯とも、在宅希望の回答割合が最も多い。

（図28） 

19.0 

9.9 

36.7 

37.2 

12.6 

15.0 

11.0 

11.5 

1.4 

2.0 

14.4 

18.2 

5.0 

6.2 

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
0 20 40 60 80 100

家族などの介護を受けながら、

現在の住宅に住み続けたい

介護保険の居宅介護ｻｰﾋﾞｽを受けながら、

現在の住宅に住み続けたい

高齢者向けに配慮された住宅

（サービス付き高齢者向け住

宅など）に入居したい

特別養護老人ホームや介護老人保健

施設などの施設に入所したい

その他

わからない

無回答

27.2 

26.7 

24.6 

23.5 

32.9 

7.8 

8.1 

27.8 

21.4 

20.5 

20.0 

33.6 

9.9 

10.0 

0 10 20 30 40

緊急時に対応する設備の設置

室内の段差の解消

階段や廊下などへの手すりの設置

トイレや浴室の改修

今のままでよい

わからない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問29 在宅生活継続のために必要な支援 

【図29 在宅生活継続のために必要な支援】 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「在宅生活継続のために必要な支援」については、概ね高齢

者世帯全体と同様の傾向となっているが、「地域での見守り、隣近所の人同士で声かけができ

ていること」については、ひとり暮らし世帯の回答割合がやや高くなっている。（図29） 

 

  

52.5 

37.9 

37.7 

35.7 

35.2 

32.4 

17.4 

15.5 

3.7 

11.0 

48.3 

35.2 

32.2 

31.2 

30.5 

26.6 

19.2 

12.2 

4.6 

14.4 

0 20 40 60

毎日の食事の準備・後片づけや掃除・洗濯な
ど家事を手伝ってもらえること

在宅での医療や介護サービスなどの24時間支
援体制ができていること

病院まで送り迎えしてもらえること

自宅に来てくれる医師や歯科医師、薬剤師・
看護師などの専門職がいること

必要なときに施設に宿泊できること

入浴やトイレなどを介助してもらえること

地域での見守り、隣近所の人同士で声かけが
できていること

住宅を改修するための支援を受けられること

その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問30 生活の満足度 

【図30 生活の満足度①】 

（１）今の暮らしには張り合いがある （２）生活は充実している 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）趣味をしている時間は楽しい （４）友人との関係に満足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）近所付き合いに満足している （６）自分は頼りにされていると思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）今の暮らしにはストレスが多い  

 

 

 

 

 

 

  

3.5 

5.2 

9.0 

11.3 

22.9 

25.3 

39.3 

33.9 

16.1 

13.0 

9.2 

11.4 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらとも

いえない まあそう思う

とてもそう思う

無回答

3.5 

5.1 

8.6 

10.9 

20.1 

21.4 

41.8 

36.8 

16.9 

14.2 

9.1 

11.6 

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらとも

いえない まあそう思う

とても

そう思う 無回答

4.6 

5.9 

5.3 

6.0 

15.1 

16.2 

35.4 

33.0 

25.0 

21.7 

14.6 

17.1 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらとも

いえない まあそう思う

とても

そう思う 無回答

5.4 

6.5 

7.5 

7.9 

21.5 

20.1 

35.5 

34.2 

17.3 

16.6 

12.9 

14.7 

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらとも

いえない まあそう思う

とてもそう思う

無回答

8.0 

10.9 

12.1 

13.4 

31.6 

28.8 

28.2 

24.7 

7.3 

7.3 

12.7 

14.9 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらとも

いえない まあそう思う

とてもそう思う

無回答

9.8 

15.5 

13.3 

16.4 

29.6 

29.9 

26.0 

17.2 

9.3 

5.7 

12.0 

15.2 

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう

思わない

どちらとも

いえない

まあ

そう思う

とてもそう思う

無回答

12.8 

13.9 

29.1 

28.5 

28.5 

28.3 

13.2 

11.5 

5.3 

4.8 

11.1 

13.1 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

まったくそう思わない

あまりそう

思わない

どちらとも

いえない

まあそう思う
とてもそう思う

無回答

ひとり暮らし世帯の回答者の「生

活の満足度」については、「まあそう

思う」と「とてもそう思う」をあわ

せた『そう思う』との回答は、いず

れの項目も高齢者世帯全体より低く

なっている。（図30） 
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問31 地域包括支援センター等の利用・認知状況 

【図31 地域包括支援センター等の利用・認知状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域包括支援センター等の利用・認知状況」については、

概ね高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、「利用したことがある（知っている）」が12.5％

と高齢者世帯全体に比べて高く、『知っている』の回答割合も高齢者世帯全体よりやや高く

なっている。（図31） 

 

問31-1 地域包括支援センター等を知ったきっかけ 

【図31-1 地域包括支援センター等を知ったきっかけ】 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域包括支援センター等を知ったきっかけ」については、

「介護支援専門員（ケアマネジャー）・ホームヘルパー・施設職員などから聞いた」が30.2％

で最も多く、高齢者世帯全体よりやや高くなっている。（図31-1） 

 

  

28.2 

30.2 

22.2 

18.1 

14.4 

13.4 

10.6 

11.4 

5.8 

4.9 

4.0 

4.4 

4.3 

6.2 

10.5 

11.4 

高齢者世帯
(N=930)

ひとり暮らし世帯
(N=387)

(%)

0 20 40 60 80 100

介護支援専門員（ケア

マネジャー）・ホーム

ヘルパー・施設職員な

どから聞いた

区役所・保健

福祉センター

から聞いた
家族・友人、知人

から聞いた

かかりつけの医師や病院など医療機関から聞いた

パンフレットや資料から知った

民生委員・町会などの

地域役員から聞いた

その他

無回答

9.2 

12.5 

24.8 

22.6 

12.7 

11.4 

46.8 

46.3 

6.5 

7.2 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある

（知っている）

知っているが、利用

したことはない

聞いたことはあるが、何をするところかわからない

聞いたことがない（知らない） 無回答
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問31-2 地域包括支援センター等を利用された目的 

【図31-2 地域包括支援センター等を利用された目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域包括支援センター等を利用された目的」については、

「介護や日常生活の困りごと」が51.4％で最も多く、次いで「介護予防サービスについて」

が47.0％となっており、高齢者世帯全体と同様の傾向となっている。（図31-2） 

 

  

55.1 

45.4 

26.2 

22.0 

16.1 

13.4 

11.9 

7.2 

17.3 

51.4 

47.0 

25.1 

20.2 

16.5 

14.7 

11.9 

8.3 

17.8 

0 20 40 60 80

介護や日常生活の困りごと

介護予防サービスについて【要支援１、要支
援２の認定になった】

保健、医療サービスや制度について

物忘れ、認知症について

介護予防事業について【二次予防事業対象者
になった】

高齢者虐待について

一緒に活動したことがある

その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=930)

ひとり暮らし世帯

(N=387)
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問31-3 地域包括支援センター等を利用した際の満足度 

【図31-3 地域包括支援センター等を利用した際の満足度】 

（１）介護や日常生活の困りごと （２）物忘れ、認知症について 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者虐待について （４）介護予防サービスについて 

 

 

 

 

 

 

 

（５）介護予防事業について （６）保健、医療サービスや制度について 

 

 

 

 

 

 

 

（７）一緒に活動したことがある （８）その他 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域包括支援センター等を利用した際の満足度」について

は、高齢者世帯全体と同様の傾向であり、『満足度』（「どちらかといえば満足」と「満足」を

あわせた割合）は“（３）高齢者虐待について”のみ高齢者世帯全体よりやや高くなっている。

（図31-3） 

  

5.1 

4.5 

13.9 

17.6 

50.0 

50.8 

30.5 

26.1 

0.6 

1.0 

高齢者世帯

(N=512)

ひとり暮らし世帯
(N=199)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足 無回答

8.3 

10.3 

17.6 

17.9 

54.1 

52.6 

17.6 

16.7 

2.4 

2.6 

高齢者世帯
(N=205)

ひとり暮らし世帯
(N=78)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足

無回答

22.4 

17.5 

12.8 

15.8 

44.0 

45.6 

19.2 

19.3 

1.6 

1.8 

高齢者世帯
(N=125)

ひとり暮らし世帯
(N=57)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足

満足

無回答

5.7 

6.6 

16.1 

18.1 

46.4 

45.6 

29.6 

26.9 

2.1 

2.7 

高齢者世帯
(N=422)

ひとり暮らし世帯
(N=182)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足

無回答

7.3 

6.3 

22.0 

26.6 

46.7 

43.8 

21.3 

20.3 

2.7 

3.1 

高齢者世帯
(N=150)

ひとり暮らし世帯
(N=64)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足

無回答

6.6 

8.2 

21.7 

24.7 

51.6 

49.5 

19.7 

16.5 

0.4 

1.0 

高齢者世帯

(N=244)

ひとり暮らし世帯
(N=97)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足

無回答

8.1 

10.9 

24.3 

21.7 

51.4 

52.2 

16.2 

15.2 

0.0 

0.0 

高齢者世帯

(N=111)

ひとり暮らし世帯
(N=46)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足 満足

無回答

14.9 

12.5 

11.9 

18.8 

41.8 

37.5 

25.4 

28.1 

6.0 

3.1 

高齢者世帯

(N=67)

ひとり暮らし世帯
(N=32)

(%)

0 20 40 60 80 100

不満

どちらかといえば不満

どちらかといえば満足

満足

無回答
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問32 高齢者虐待の通報先・相談先の認知度 

【図32 高齢者虐待の通報先・相談先の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「高齢者虐待の通報先・相談先の認知度」については、「知っ

ている」が14.2％で、高齢者世帯全体よりやや低くなっている。（図32） 

 

 

 

問33 認知症という病気の認知度 

【図33 認知症という病気の認知度】 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「認知症という病気の認知度」については、「原因となる病気

や症状などについてだいたいわかる」が50.4％で最も多いが、高齢者世帯全体より3.3ポイン

ト低くなっている。（図33） 

 

  

53.7 

50.4 

35.9 

36.7 

3.5 

4.6 

6.8 

8.4 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
0 20 40 60 80 100

原因となる病気や症状などに

ついてだいたいわかる

言葉は聞いたことがあるが、

原因となる病気や症状などに

ついてはわからない

わからない

無回答

15.0 

14.2 

75.8 

75.2 

9.2 

10.6 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)

0 20 40 60 80 100

知っている 知らない 無回答
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問34 認知症を不安に感じるときの相談先 

【図34 認知症を不安に感じるときの相談先】 

 
 

ひとり暮らし世帯の回答者の「認知症を不安に感じるときの相談先」については、「かかり

つけの医師」が57.2％で最も多いが、高齢者世帯全体より4.3ポイント低く、「地域の精神科・

神経内科などの医療機関」も4.6ポイント低くなっている。（図34） 

 

 

  

61.5 

27.9 

23.7 

14.1 

10.7 

8.6 

4.2 

2.8 

1.6 

1.6 

8.0 

6.4 

57.2 

26.0 

19.1 

15.1 

8.7 

7.9 

4.7 

2.5 

1.4 

1.9 

9.7 

8.3 

0 20 40 60 80

かかりつけの医師

区役所・保健福祉センター

地域の精神科・神経内科などの医療機関

介護支援専門員（ケアマネジャー）や
ホームヘルパーなどの介護保険事業者

認知症疾患医療センター

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

民生委員・町会などの地域役員

認知症初期集中支援チーム

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、
グループホーム等の施設

その他

どこに相談すればいいかわからない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)


